






















































































































































2 .  今次答申の打ち出した具体的方策：アク
ティブ・ラーニングの 前 提 となる「学
士課程教育の体系化」
2 － 1 　教育課程の体系化







































2 － 2 　教育課程の体系化に関する推進体制






































































3 .  アクティブ・ラーニングを 目 指 しなが
らも、依然として教育課程の体系化を
重視している理由

































得 なかった 背 景 として、学 士 レベルにおける
「専門教育」と、同じく学士レベルにおいて戦
後形成された「一般教育」が遊離していたとい
う経緯があるので、これを 4 . に詳述すること
とする。
3 － 2 　大学組織を教育課程中心に見直す可能性










































































































































































5 .  4 年前の「学士課程答申」における言
及と今次答申との関係































　このとおり、学 士 課 程 答 申（第 2 章 第 １ 節 
学位授与の方針について）は「学士力」の内容




めた（「単 位 の 実 質 化」については 6 . におい
て後述する）。
































５ － 3 　アクティブ・ラーニングに関する記述





























５ － 4 　教育課程の体系化に関する方策

































































































6 － 1 　学修成果（アウトカム）の重視
　今次答申の「 2 . 検討の基本的な視点」では、





































































































































































































































































































6 － 6 　「学修時間」を基準とする制度から脱
却することは可能か？













































　このため（米 国 では“Competency Based 




















も、筆者が 6 － 2 の【参考】で指摘したような
問題が生じており、規制の緩和や柔軟な解釈が
求められるところである。
5 　天野郁夫、2012年、『「単位制」という謎』「IDE現代の高等教育」IDE大学協会、 2 - 3 頁 
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